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地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律（令和４年法律第 44 号）による医

師法、歯科医師法、薬剤師法の一部改正等について（通知） 

 

 

 

「令和３年の地方からの提案等に関する対応方針」（令和３年 12 月 21 日閣議

決定）を踏まえ、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律」（令和４年法律第 44 号。以下「法」という。）

が別添１のとおり、公布・施行されることとなりました。 

内容等は下記及び別添２、３及び４のとおりですので、十分御了知の上、適切

な対応をお願いいたします。また、貴管内市区町村（指定都市、中核市、保健所

設置市及び特別区等を含む。）に対しても、併せて周知願います。 

 

記 

 

１．改正の趣旨  

地域の自主性及び自立性を高めるための改革を総合的に推進するため、地方

公共団体等の提案等を踏まえ、都道府県から指定都市への事務・権限の移譲を

行うとともに、地方公共団体に対する義務付けを緩和する等の措置を講じてい

るところである。 



 

 

令和元年地方分権改革に関する提案募集において、現状、都道府県に対して

紙媒体で行われている医師、歯科医師、薬剤師の届出について、届出票のとり

まとめ等の多大な事務負担が生じていることを背景として、電子システムを活

用した届出を可能とすること及びそれに伴う事務負担の軽減を求める提案が

あった。 

この提案を受け、次回の令和４年度の届出から、厚生労働省が構築する電子

システムにより、医療機関等に所属する医師、歯科医師、薬剤師からの届出を

電子化することとした。また、電子システムによる届出情報は医療機関等から

国に直接送付される予定となっており、都道府県において、届出票の配布、受

付、記入漏れ等の確認、届出票の計数、送付票の作成等の事務を行う必要がな

くなる。 

以上より、電子システムによる厚生労働大臣に対する医師、歯科医師、薬剤

師の届出について、都道府県知事の経由を不要とする特例を設けることとする。 

なお、オンラインによる届出が困難な場合や医療機関等に勤務する医師、歯

科医師、薬剤師以外については、従来どおり、紙媒体による届出を保健所や都

道府県を経由して行うこととなる。 

 

２．改正の概要 

 （１）医師法（昭和 23 年法律第 201 号）の一部改正（法第４条関係） 

医師が氏名、住所等の厚生労働大臣への届出を電子情報処理組織を使

用して行うときは、都道府県知事を経由することを要しないものとする

こと。 

（２）歯科医師法（昭和 23 年法律第 202 号）の一部改正（法第５条関係） 

歯科医師が氏名、住所等の厚生労働大臣への届出を電子情報処理組織

を使用して行うときは、都道府県知事を経由することを要しないものと

すること。 

（３）薬剤師法（昭和 35 年法律第 146 号）の一部改正（法第６条関係） 

薬剤師が氏名、住所等の厚生労働大臣への届出を電子情報処理組織を 

使用して行うときは、都道府県知事を経由することを要しないものとす

ること。   

 

３．施行期日 

令和４年８月 20 日 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

三

第
二
百
六
十
条
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
財
産
目
録
を
作
成
せ
ず
、
若
し
く
は
備
え
置
か
ず
、

又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
と
き
。

四

第
二
百
六
十
条
の
四
十
第
二
項
又
は
第
二
百
六
十
条
の
四
十
一
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
合
併
を
し
た

と
き
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
を
第
二
百
六
十
条
の
四
十
八
と
し
、
第
二
百
六
十
条
の
三
十
九
を
第
二
百
六
十
条
の
四
十

七
と
し
、
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
を
第
二
百
六
十
条
の
四
十
六
と
し
、
第
二
百
六
十
条
の
三
十
七
の
次
に
次
の
八

条
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
条
の
三
十
八

認
可
地
縁
団
体
は
、
同
一
市
町
村
内
の
他
の
認
可
地
縁
団
体
と
合
併
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
百
六
十
条
の
三
十
九

認
可
地
縁
団
体
が
合
併
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。前

項
の
決
議
は
、
総
構
成
員
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
を
も
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
約
に

別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

合
併
は
、
市
町
村
長
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
二
百
六
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
現
に
そ
の
活
動
を
」
と
あ
る
の
は
、「
合
併
し
よ
う
と
す
る
各
認
可
地
縁
団
体
が
連

携
し
て
当
該
目
的
に
資
す
る
活
動
を
現
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十

認
可
地
縁
団
体
は
、
前
条
第
三
項
の
認
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ

た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
財
産
目
録
を
作
成
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
債
権
者
が
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
そ
の
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

認
可
地
縁
団
体
は
、
前
条
第
三
項
の
認
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以

内
に
、
そ
の
債
権
者
に
対
し
、
合
併
に
異
議
が
あ
れ
ば
一
定
の
期
間
内
に
述
べ
る
べ
き
こ
と
を
公
告
し
、
か
つ
、

判
明
し
て
い
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、
各
別
に
こ
れ
を
催
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
期
間
は
、
二
月
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
一

債
権
者
が
前
条
第
二
項
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な
か
つ
た
と
き
は
、
合
併
を
承
認
し

た
も
の
と
み
な
す
。

債
権
者
が
異
議
を
述
べ
た
と
き
は
、
認
可
地
縁
団
体
は
、
弁
済
し
、
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
供
し
、
又
は
そ

の
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
信
託
会
社
若
し
く
は
信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
に
相
当

の
財
産
を
信
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
合
併
を
し
て
も
そ
の
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

合
併
し
よ
う
と
す
る
各
認
可
地
縁
団
体
は
、
前
条
及
び
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、

総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
共
同
で
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
二

合
併
に
よ
り
認
可
地
縁
団
体
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
規
約
の
作
成
そ
の
他
認
可
地
縁

団
体
の
設
立
に
関
す
る
事
務
は
、
各
認
可
地
縁
団
体
に
お
い
て
選
任
し
た
者
が
共
同
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
三

合
併
後
存
続
す
る
認
可
地
縁
団
体
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
し
た
認
可
地
縁
団
体
は
、
合

併
に
よ
り
消
滅
し
た
認
可
地
縁
団
体
の
一
切
の
権
利
義
務
（
当
該
認
可
地
縁
団
体
が
そ
の
行
う
活
動
に
関
し
行
政

庁
の
認
可
そ
の
他
の
処
分
に
基
づ
い
て
有
す
る
権
利
義
務
を
含
む
。）を
承
継
す
る
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
四

市
町
村
長
は
、
第
二
百
六
十
条
の
四
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き

は
、
当
該
届
出
に
係
る
合
併
に
つ
い
て
第
二
百
六
十
条
の
三
十
九
第
三
項
の
認
可
を
し
た
旨
そ
の
他
総
務
省
令
で

定
め
る
事
項
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

認
可
地
縁
団
体
の
合
併
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
に
よ
り
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

合
併
に
よ
り
設
立
し
た
団
体
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
の
日
に
お
い
て
認
可
地
縁
団
体
と
な
つ
た
も
の

と
み
な
す
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
は
、
第
二
百
六
十
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
と
み

な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
合
併
後
存
続
す
る
認
可
地
縁
団
体
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
従
前
の
告
示
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
。

第
二
百
六
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
四
十
四
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
務
省
関
係
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
三
条
慺
第
七
条
）

第
三
章

農
林
水
産
省
関
係
（
第
八
条
・
第
九
条
）

第
四
章

経
済
産
業
省
関
係
（
第
十
条
）

第
五
章

国
土
交
通
省
関
係
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

附
則

第
一
章

総
務
省
関
係

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
六
十
条
の
十
八
第
三
項
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
二
百
六
十
条
の
十
九
の
二
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え

る
。第

二
百
六
十
条
の
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
条
の
十
九
の
二

こ
の
法
律
又
は
規
約
に
よ
り
総
会
に
お
い
て
決
議
を
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
構
成

員
全
員
の
承
諾
が
あ
る
と
き
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
電
磁

的
方
法
に
よ
る
決
議
に
係
る
構
成
員
の
承
諾
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
法
律
又
は
規
約
に
よ
り
総
会
に
お
い
て
決
議
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
構
成
員
全
員
の

書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
合
意
が
あ
つ
た
と
き
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
決
議
が
あ
つ
た
も
の
と

み
な
す
。

こ
の
法
律
又
は
規
約
に
よ
り
総
会
に
お
い
て
決
議
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
書
面
又
は
電
磁
的

方
法
に
よ
る
決
議
は
、
総
会
の
決
議
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

総
会
に
関
す
る
規
定
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
決
議
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
百
六
十
条
の
二
十
第
三
号
中
「
認
可
」
を
「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の

認
可
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

合
併
（
合
併
に
よ
り
当
該
認
可
地
縁
団
体
が
消
滅
す
る
場
合
に
限
る
。）

第
二
百
六
十
条
の
二
十
四
中
「
決
定
」
の
下
に
「
及
び
合
併
」
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
の
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
、
少
な
く
と
も
三
回
の
」
を
「
後
遅
滞
な
く
、」

に
、「
二
箇
月
を
」
を
「
二
月
を
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
条
の
三
十
一
第
一
項
中
「
財
産
は
」
の
下
に
「
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
及
び
合
併
に
よ
る
解
散
の

場
合
を
除
き
」
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
条
の
四
十
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。



（別添１）



（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中
五
の
三
十
四
の
項
を
五
の
三
十
五
の
項
と
し
、
五
の
二
十
八
の
項
か
ら
五
の
三
十
三
の
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
五
の
二
十
七
の
項
中
「
別
表
第
四
の
四
の
二
十
七
の
項
」
を
「
別
表
第
四
の
四
の
二
十

八
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
五
の
二
十
八
の
項
と
し
、同
表
中
五
の
二
十
六
の
項
を
五
の
二
十
七
の
項
と
し
、

五
の
二
の
項
か
ら
五
の
二
十
五
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
の
二

市
町
村
長

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
に
よ
る
同
法
第
二
十
五

条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
又
は
同
法
第
二
十
五
条
の
七
の
届
出
に
関
す
る

事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
の
二

市
町
村
長

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
よ
る
同
法
第
六
条

第
三
項
の
指
定
を
受
け
た
地
籍
調
査
又
は
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
の
地

籍
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

九
の
二

市
町
村
長

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百

二
十
七
号
）
に
よ
る
同
法
第
九
条
第
一
項
の
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ

て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
中
六
の
三
の
項
を
六
の
四
の
項
と
し
、
六
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
の
三

都
道
府
県
知
事

水
道
法
に
よ
る
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
三

の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
又
は
同
法
第
二

十
五
条
の
七
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
二
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
二
の
二

都
道
府
県
知
事

国
土
調
査
法
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
四
項
の
指
定
を
受
け
た
地
籍
調
査
又

は
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
の
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
中
四
の
三
十
四
の
項
を
四
の
三
十
五
の
項
と
し
、
四
の
二
の
項
か
ら
四
の
三
十
三
の
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
二

市
町
村
長

水
道
法
に
よ
る
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
三

の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
又
は
同
法
第
二

十
五
条
の
七
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
の
二

市
町
村
長

国
土
調
査
法
に
よ
る
同
法
第
六
条
第
三
項
の
指
定
を
受
け
た
地
籍
調
査
又

は
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
の
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八
の
二

市
町
村
長

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
同
法
第
九
条
第
一
項

の
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
百
六
十
条
の
四
十
五

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
二
百
六
十
条
の
三
十

九
第
三
項
の
認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
百
六
十
条
の
三
十
九
第
三
項
の
認
可
を
し
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
て
も
第
二
百
六
十
条
の
四
十
一
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
い
と
き
。

二

認
可
地
縁
団
体
が
不
正
な
手
段
に
よ
り
第
二
百
六
十
条
の
三
十
九
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
。

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
後
に
前
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
第
二
百
六
十
条

の
三
十
九
第
三
項
の
認
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
認
可
に
係
る
合
併
を
し
た
認
可
地
縁
団
体
は
、
当
該

合
併
の
効
力
が
生
じ
た
日
後
に
合
併
後
存
続
し
た
認
可
地
縁
団
体
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
し
た
認
可
地
縁
団
体
が

負
担
し
た
債
務
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
弁
済
す
る
責
任
を
負
う
。

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
合
併
の
効
力
が
生
じ
た
日
後
に
合
併
後
存
続
し
た
認
可
地
縁
団
体
又
は
合

併
に
よ
り
設
立
し
た
認
可
地
縁
団
体
が
取
得
し
た
財
産
は
、当
該
合
併
を
し
た
認
可
地
縁
団
体
の
共
有
に
属
す
る
。

前
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
各
認
可
地
縁
団
体
の
第
二
項
の
債
務
の
負
担
部
分
及
び
前
項
の
財
産
の
共
有

持
分
は
、
各
認
可
地
縁
団
体
の
協
議
に
よ
つ
て
定
め
る
。

別
表
第
五
中
第
七
号
の
三
を
第
七
号
の
四
と
し
、
第
七
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
の
三

水
道
法
に
よ
る
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
又
は
同
法
第
二
十
五
条
の
七
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の

別
表
第
五
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七
の
二

国
土
調
査
法
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
四
項
の
指
定
を
受
け
た
地
籍
調
査
又
は
同
法
第
六
条
の
四
第

一
項
の
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
章

厚
生
労
働
省
関
係

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
二
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
行
つ
た
と
き
は
、」を
「
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
又
は
当
該
医
療
費
支
給
認
定
患
者
に
対
し
、
医
療
受
給
者

証
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
当
該
」
に
改
め
る
。

（
医
師
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
を
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、

都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
歯
科
医
師
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
を
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、

都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
薬
剤
師
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
を
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
と
き
は
、

都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。



Administrator
長方形
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（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
条
第
四
項
中
「
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
定
医
療
機
関
の
名
称
」
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
行
っ
た
と
き
は
、」を
「
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
支
給
認
定
患
者
等
に
対
し
、
医
療
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
当
該
」
に
改
め
る
。

第
三
章

農
林
水
産
省
関
係

（
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
第
二
十
項
、
第
九
十
条
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
項
」
を
、「
と
し
て
、」と
」

の
下
に
「
、「
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

行
う
土
地
改
良
事
業
に
係
る
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
賦
課
徴
収
を
受
け
る
べ
き
者
の
三
分
の
二

以
上
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
」
を
、「「
土
地
改
良
事
業
」
の
下
に「（
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
行
う
土
地
改
良
事
業
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
、「
国
又
は
都
道
府
県
は
、
応
急
工
事
計
画
を
定
め
て
」
と
あ

る
の
は
「
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
応
急
工
事
計
画
を
定
め
、」と
」
を
削
り
、「
得
て
」
と
」

の
下
に
「
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
項
、
第
四
項
又
は
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
」
と
、「
第
八
十
七
条
の
四
第

一
項
又
は
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
」
と
」
を
加
え
る
。

（
農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
導
入
す
べ
き
産
業
の
業
種
そ
の
他
」
を
削
る
。

第
四
章

経
済
産
業
省
関
係

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
一
の
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
域
内
に
の
み
販
売
所

を
設
置
し
て
そ
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
販
売
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の

長
）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
（
以
下
「
経

済
産
業
大
臣
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

五

第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者
が
、
同
時
に
、
同
項
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
者
の

地
位
及
び
同
項
の
指
定
都
市
（
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定
都
市
に
限
る
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者
の

地
位
を
承
継
し
た
と
き
、
又
は
同
項
の
指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
二
以
上
の
者
の
地
位
を
承
継
し
た
と

き
（
当
該
指
定
都
市
が
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定
都
市
で
あ
る
と
き
に
限
り
、
同
一
の
指
定
都
市
で

あ
る
と
き
を
除
く
。）
都
道
府
県
知
事

第
十
条
第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
十
六
条
の
二
第
二
項
、
第
十

九
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」

を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
又

は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」

を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か

に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
一
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業

と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
販

売
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長
）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」

を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
三
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並

び
に
第
三
十
五
条
の
二
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
三
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず

れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
及
び
第
四
条
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
指
定
都
市
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
当
該
都
道
府
県

の
区
域
内
に
お
け
る
販
売
所
を
廃
止
し
て
、」を
削
り
、「
一
の
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
一
の
指
定
都
市
」を
加
え
、

「
販
売
所
を
設
置
す
る
」
を
「
の
み
販
売
所
を
有
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
当
該
指
定
都
市
の
区
域
以
外
の
区
域
内
に
販
売
所
を
有
す
る
こ
と
と

な
つ
た
と
き
。

第
八
条
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
を
受
け
た
事
業
」
を
「
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
の
登
録

を
受
け
た
事
業
」
に
、「
を
受
け
た
も
の
に
」
を
「
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
も
の
に
」
に
、「
に
同

項
の
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
同

項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
の
登
録
又
は
指
定
都
市
の
長
」
を
加
え
、「
と
き
。」を

「
と
き

経
済
産
業
大
臣
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
登
録
又
は
他
の
都
道
府
県
知
事

の
登
録
を
受
け
た
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
」
に
、「
と
き
。」を
「
と
き

当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者
」
に

改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

第
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
登
録
、
他
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
又
は
指
定
都
市
（
そ
の
登
録
に

係
る
都
道
府
県
の
区
域
外
の
指
定
都
市
に
限
る
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者

経
済
産
業
大
臣

ロ

第
三
条
第
一
項
の
指
定
都
市
（
イ
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
除
く
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者

都
道
府

県
知
事

第
十
条
第
二
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

第
三
条
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
地
位
を
承
継
し
た

と
き

当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ

第
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
登
録
、
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
登
録
に
係
る
指
定
都
市
の
区
域
を
管

轄
し
な
い
都
道
府
県
知
事
に
限
る
。）の
登
録
又
は
他
の
指
定
都
市
（
そ
の
登
録
に
係
る
指
定
都
市
と
同
一
の

都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定
都
市
を
除
く
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者

経
済
産
業
大
臣

ロ

第
三
条
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
（
イ
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
を
除
く
。）の
登
録
又
は
他
の
指
定
都

市
（
イ
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
除
く
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者

都
道
府
県
知
事

第
十
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者
が
、
同
時
に
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
の

地
位
及
び
同
項
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た

と
き
、
同
項
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
者
の
地
位
及
び
同
項
の
指
定
都
市
（
当
該
都
道
府
県
の
区
域

外
の
指
定
都
市
に
限
る
。）の
長
の
登
録
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
と
き
、
同
項
の
都
道
府
県
知
事
の
登

録
を
受
け
た
二
以
上
の
者
の
地
位
を
承
継
し
た
と
き
（
当
該
都
道
府
県
が
同
一
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）、
又
は

同
項
の
指
定
都
市
の
長
の
登
録
を
受
け
た
二
以
上
の
者
の
地
位
を
承
継
し
た
と
き
（
当
該
指
定
都
市
が
同
一
の

都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定
都
市
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）
経
済
産
業
大
臣


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第
三
十
五
条
の
四
中
「
第
六
条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
同
条
各
号
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
二
号
中
「
お
け
る

販
売
所
」
と
あ
る
の
は
「
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ

い
て
の
保
安
業
務
」
と
、「
販
売
所
を
設
置
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る

液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
う
」
と
」
を
削
る
。

第
三
十
五
条
の
五
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
指
定
都
市
の
長
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
の
七
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大

臣
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
」
及
び
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業

大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
指
定
都
市
の
区
域

内
に
あ
つ
て
は
、
指
定
都
市
の
長
。
以
下
こ
の
章
、
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
指
定
都
市
の
長
」
を
加
え
る
。

（
下
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
七
項
中
「
聴
く
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議

し
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中「
協
議
を
」

を
「
届
出
を
」
に
改
め
、「
と
き
は
、」の
下
に
「
当
該
届
出
の
内
容
を
」
を
加
え
、「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
を
「
通
知
し

な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
都
府
県
の
求
め
に
応
じ
、
前
項
に
規
定
す
る
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
の
作
成
に
関

し
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
助
言
を
行
う
に
際
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
意
見
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

10

都
府
県
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
七
項
に
規
定
す
る
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
三
条
及
び
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
十
一
条
の
規
定
及
び
附
則
第
七
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

三

第
一
条
（
地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
十
八
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
百
六
十
条
の
十
九
の
次
に
一

条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
二
百
六
十
条
の
二
十
八
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
十
条
の
規
定

並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定

令
和
五
年
四
月
一
日

（
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
土
地
改
良
法
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
旧
土
地
改
良
法
」
と
い
う
。）第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧
土
地
改

良
法
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
応
急
工
事
計
画
を
定
め
た
土
地

改
良
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
の
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
旧
土
地
改
良
法
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
旧
土
地
改
良
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
賦
課
徴
収
、
旧
土
地
改
良
法
第
九
十
六
条

の
四
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧
土
地
改
良
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
及
び

旧
土
地
改
良
法
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧
土
地
改
良
法
第
九
十
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
八
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
指
定
都
市
の
長
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
二
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
削
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
、「
を
都
道
府

県
知
事
」
の
下
に
「
、
指
定
都
市
の
長
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
充
て
ん
の
」
を
「
充
塡
の
」
に
、「
又
は
都
道

府
県
知
事
」
を
「
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

指
定
都
市
の
長
は
、
次
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
。

二

第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。

第
九
十
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
五
章

国
土
交
通
省
関
係

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
五
条
第
七
項
中
「
前
項
」
を
「
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
又
は
前
項
」
に
改

め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
官
公
署
、
病
院
、
学
校
そ
の
他
の
公
益
上
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
用
途

に
供
す
る
応
急
仮
設
建
築
物
に
つ
い
て
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
八
十
五
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

５

特
定
行
政
庁
は
、
被
災
者
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
建
築
物
が
不
足
す
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
応
急
仮
設
建
築
物
に
つ
い
て
、
安
全
上
、
防

火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
被
災
者
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
建
築
物
が
不
足
す
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
延

長
に
係
る
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
応
急
仮
設
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
こ

の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
前
項
」
を「
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
又
は
前
項
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
病
院
、
学
校
そ
の
他
の
公
益
上
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る

災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益
的
建
築
物
に
つ
い
て
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
十
七
条
の
三
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

特
定
行
政
庁
は
、
被
災
者
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
建
築
物
が
不
足
す
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益
的
建
築
物
に

つ
い
て
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い

て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
災
者
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
建
築
物
が
不
足
す
る
こ
と
そ
の
他

の
理
由
に
よ
り
当
該
延
長
に
係
る
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益

的
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
百
一
条
第
一
項
第
九
号
中
「
第
八
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項

第
十
号
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
又
は
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六

号
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、同
項
第
十
七
号
中「
第

八
十
七
条
の
三
第
五
項
又
は
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
又
は
第
七
項
」
に
改
め
る
。





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）

前
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
登
録
等
の
処
分
そ
の

他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。）又
は
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧

液
化
石
油
ガ
ス
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
登
録
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）で
、
第
三
号
施
行
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を

行
う
べ
き
者
が
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
指
定
都
市
」

と
い
う
。）の
長
と
な
る
も
の
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
お
け
る
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス

の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う
。）

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
液
化
石
油
ガ
ス
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
の
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
指
定

都
市
の
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
三
号
施
行
日
前
に
旧
液
化
石
油
ガ
ス
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
第
三
号
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
新
液

化
石
油
ガ
ス
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
の
長
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
液
化
石
油
ガ
ス
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
下
水
道
法
第
二
条
の
二
第
七
項
（
同
条
第

九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
協
議
の
申
出
は
、
第
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
下
水
道
法
第
二
条
の
二
第
十
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
国
土
交
通
大
臣
へ
の
届
出
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
四
項
中
「
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
の
七
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
、「
許
可
」
と
、
同
項
本
文
」
を「
許
可
」

と
、
同
法
第
八
十
五
条
第
五
項
中
「
、
被
災
者
」
と
あ
る
の
は
「
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
自
衛
隊
法
第
八
条
に
規
定

す
る
部
隊
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、「
。
被
災
者
」
と
あ
る
の
は
「
。
自
衛
隊
の
部
隊
等
」
と
、
同
法
第
八
十

七
条
の
三
第
三
項
本
文
」
に
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、
同
条
第
五
項
中
「
被
災
者
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
の
部
隊

等
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

（
都
市
緑
地
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
号
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
又
は
第
七
項
」
に
改
め

る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法

律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
並
び
に
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）」を
削
り
、「
存
続
期
間
等
」
を
「
存
続
期

間
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
り
、
第
九
条
を
第
八
条
と
す
る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
十
一
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
非
常
災
害
の

被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て「
旧
特
定
非
常
災
害
法
」

と
い
う
。）第
八
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
建
築
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
（
次
項
及
び
附

則
第
十
四
条
に
お
い
て
「
新
基
準
法
」
と
い
う
。）第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
期
間
の
延
長
と
み
な
す
。

２

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
特
定
非
常
災
害
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る

建
築
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長
に
係
る
申
請

は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
基
準
法
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長

に
係
る
申
請
と
み
な
す
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
九
条
第
三
項
中
「
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文
及

び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の

三
第
一
項
本
文
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
五
項
及
び
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
中
「
被
災
者
」と
あ
る
の
は
、

「
避
難
住
民
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
一
条
中
「
第
九
条
ま
で
」
を
「
第
八
条
ま
で
」
に
、「
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
及
び
第
八
条
」
に

改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
を
「
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

削
除

別
表
の
四
の
項
中
「
応
急
仮
設
建
築
物
活
用
事
業
」
を
「
削
除
」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
区
域
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
復
興
特
区
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
建

築
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
の
許
可
の
期
間
の
延
長
は
、
新
基
準
法
第
八
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て

い
る
許
可
の
期
間
の
延
長
と
み
な
す
。

２

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
復
興
特
区
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
建
築
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
の
許
可
の
期
間
の
延
長
に
係
る
申
請
は
、
新
基
準
法
第
八
十
五
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
延
長
に
係
る
申
請
と
み
な
す
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
四
項
中
「
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
一
項
本

文
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
八
十
七

条
の
三
第
一
項
本
文
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、「
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
八

十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、「「
非
常
災
害
区
域
等
（
」
を
「
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
区
域
等

（
」
に
、「
同
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
」
と
、」を
「
同
法
第
八
十
五
条
第
五
項
及

び
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
中
「
被
災
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
医
療
」と
、「
建
築
物
が
」

と
あ
る
の
は
「
医
療
施
設
が
」
と
、
同
条
第
一
項
中
」
に
改
め
る
。





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
二
項
中
「
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
当
該
復
興
推
進
計
画
」
及
び
「
計
画
の
変

更
の
認
定
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
応
急
仮
設
建
築
物
活
用
事
業
の
期
間

の
定
め
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、」を
削
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定
中
「
別
表
第
二
の
五
の
二

十
七
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
五
の
二
十
八
の
項
」
に
改
め
、同
法
別
表
第
三
中
六
の
三
の
項
を
六
の
四
の
項
と
し
、

六
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
別
表
第
三
中
」
の
下
に
「
六
の
四
の
項
を
六
の
五
の
項
と

し
、」を
加
え
、
同
法
別
表
第
五
中
第
七
号
の
三
を
第
七
号
の
四
と
し
、
第
七
号
の
二
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
中
「
別
表
第
五
中
」
の
下
に
「
第
七
号
の
四
を
第
七
号
の
五
と
し
、」を
加
え
る
。

（
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

三
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
二
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
二
の
五
の
十
一
の
項
の
改
正
規
定
中
「
別
表
第
二
の
五
の
十

一
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
五
の
十
二
の
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

総
務
大
臣

金
子

恭
之

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

防
衛
大
臣

岸

信
夫

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣





「令和３年の地方からの提案等に関する対応方針」に基づく医師、歯科医師

及び薬剤師による届出のオンライン化について 

 

 

届出のオンライン化に係る概要については、令和３年度全国医政関係主管課長会議

等の資料（別添３）としてお示ししたほか、下記のとおりといたします。 

１ 医療機関等（※１）に勤務する医師等について、令和４年度からオンラインによる届    

出を可能とし、厚生労働省において構築・運用を行う「医療従事者届出システム（以下   

「届出システム」という。）」を通じて行うこととする。 

具体的には、医師等が届出システム上で登録を行い、各医療機関等の担当者が自機関

に勤務する医師等の登録状況を確認した上でデータ送信を行うことを想定しており、オ

ンラインによる届出の場合、都道府県の経由を要しない（※２）こととなる。 

※１ 医療機関等とは、病院、一般診療所、歯科診療所、薬局、介護保険施設、医薬品製造販売業・  

製造業・販売業、教育機関、衛生行政機関・保健衛生施設等を基本として想定するが、それ以

外の医師等が勤務する機関についてもオンラインによる届出は可能。 

 

※２ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法  

律（令和４年法律第 44 号。「第 12 次地方分権一括法」）第４条、第５条及び第６条に基づく  

改正後の医師法、歯科医師法及び薬剤師法において規定。 

 

２ 医療機関等に勤務する医師等及び医療機関等の担当者は、専用のＩＤ及びパスワード

によって届出システムへアクセスすることを想定しているが、多くの機関においてオン

ラインによる届出が可能となり、かつ、都道府県の事務負担とならないようなＩＤ及び

パスワードの設定方法を検討している。 

 

３ 現在、届出システムの構築（令和４年 12 月リリース予定）に向けて作業を進めてい

るところであり、作業の進捗に応じて、今後必要な情報提供を行う予定。 

また、届出様式の改正や必要な通知等の発出については、令和４年 10 月頃に行うこ

とを予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜担当＞ 

【医師関係】 

厚生労働省医政局医事課 高原・加辺 

代表：03－5253－1111（内線 2567,4126） 

【歯科医師関係】 

厚生労働省医政局歯科保健課 田代 

代表：03－5253－1111（内線 2618） 

【薬剤師関係】 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 磯﨑・永井 

代表：03－5253－1111（内線 4266,2712） 

《三師届関係共通メールアドレス》 

e-mail：sanshi@mhlw.go.jp  

（別添２） 



 

（15）医師法（昭23 法201）、歯科医師法（昭23 法202）及び薬剤師法（昭35法146）

医師法（６条３項）、歯科医師法（６条３項）及び薬剤師法（９条）に基づく氏名等の
届出については、以下のとおりとする。

・医療機関等に勤務する医師、歯科医師及び薬剤師（以下この事項において「医師等」と

いう。）については、令和４年度からオンラインによる届出を可能とし、オンラインに

よる届出の場合には、都道府県の経由を要しないこととする方向で検討を行い、その結

果に基づいて必要な措置を講ずる。

・医療機関等に勤務する医師等以外については、医療機関等に勤務する医師等の届出状況

等も踏まえつつ、引き続きオンラインによる届出を可能とすることについて検討し、令

和５年度中に結論を得る。その結果に基づいて必要な措置を講ずる。

令和３年の地方からの提案等に関する対応方針（令和３年12月21日閣議決定） （抄）

（16）保健師助産師看護師法（昭23 法203）、歯科衛生士法（昭23 法204）及び

歯科技工士法（昭30法168）

保健師助産師看護師法（33条）、歯科衛生士法（６条３項）及び歯科技工士法（６条３
項）に基づく届出については、オンラインによる届出を可能とするとともに、オンライン
による届出により都道府県が取得した情報を衛生行政報告例の報告様式に移送する仕組み
を構築することについて検討し、令和３年度中に結論を得る。その結果に基づいて必要な
措置を講ずる。

（別添３） 



 

医療従事者届出（※）のオンライン化について

医療従事者
個人

医療従事者

医療従事者届出システム
（仮称）

紙

医
療
機
関
等

紙

※三師届：医師・歯科医師・薬剤師、業務従事者届：保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科技工士

受付、届出票の電子化、三師統計

【システム機能の一例】

三師届

三師届 業務従事者届

【現行の届出手続き】 【届出手続きのオンライン化後】

※医療従事者個人は、現行どおり都道府県を経由した紙による
届出とする等、紙による届出も残る。

機関担当者

・届出票に記載

医
療
機
関
等

三師届 業務従事者届

・個票を検索可能
・紙の届出票のデータを入力可能
・集計データのファイル出力を可能

業務従事者届

・衛生行政報告例の様式による集計結果を表示

※「医療従事者届出用ID・PW」及び「機関管理用ID・
PW」にてログイン

医療従事者 機関管理者

仮
登
録

本登録

確
認
・
送
信チェック機能

（記入漏れ、誤り等
がある場合に仮登録
できない）

【業務】

紙による届出票の電子化、届出システムのデータを集約し三師統計

三師届

フォーム入力 or
ファイル
アップロード

厚生労働省
【業務】

届出票の配布、受付、内容確認（記入漏れ、記入誤り等）、
とりまとめ、送付

受付、内容確認、とりまとめ、送付

【業務】

紙

紙

三師届 業務従事者届

三師届 業務従事者届

三師届

業務従事者届

保健所

都道府県受付、内容確認、とりまとめ、送付

受付、衛生行政報告例作成

【業務】

【業務】

保健所設置市
及び特別区

閲
覧
（
都
道
府
県
は
管
轄
内
の
デ
ー
タ
の
み
可
能
）

（別添４） 


